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2021年 1月発僣

(み)んなで国爾ナ磯のりこえよ
晰

公民館 (中央を含む)5館 )は、令和 3年 1月 8日 に発令された緊急事態
宣言を受け新型コ難ナウイルス感染症対策本部会議方針を踏まえ、2月

7日 までの間、原員導夜間時間帯を臨時開館、夜聞時間帯の新規予約停止、

争:用定員の変更 (取客定員φ辱0%に変更)織魏用制限を実施しております。
公民館繍拳1轟制饒iま、緊急事態宣言が解除されるまでの間 :こなります。

その後の状況:二よりましては公民館から摯1用団体鋤方々にご連絡をさせてもヽただきます。

公民館職員|ま、通常どおり勤務をしております仲で、お気軽にお問い合わせくださしヽ。

皆さまのご理解、ご協力をお願もヽいたします。

さて、令和 3年は、東大和市内に最初の公民館が誕生した昭和46年から数えて50周年
の節目を迎えゐ年です。

現在は,公民館 50周年実行委員会の方々と記念事業の実施に向け検討を進めております。

今後は、新たな生溝様式を踏まえた様々なイベント、講座など実施に向けた企画、検討を

してまいります。

公民館 :ま =住民の轍機器羹上、健康参増進、構操勢純化を懸り、生,舌文:誌勢振纂、社会福
社の増進に寄与することが目的と定められてお呼ます。

こうみんかんだより、中喪タイムスを通じて情報斃犠することもに、公民館 iま、安全、安

心にご利舅しヽただく施識として、管さまの笑鹸があふれる「華」民館となるよう努めてま

しヽり
'ま
す仰で、今後もよろしくお願しヽします。

中央公民館長 佐イ白 芳幸
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1。 原則、夜闘時間帯(哺 7時以降)を臨時閣鑢

2.緊急事態宣言期間中、夜間の時間帯|ま新規予約を停止

3.利用定員の変国く収容定員の50%|こ変要)
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申央公民館 1/7以前 1/8以降 狭曲公晨鑢 1/7以前 1/8以降
ホール 207 211 101学習室 48 45

2③ l学習窒 26 13 201学問菫 22 15

202学習菫

21

11 9 202学習室 11

203学習蜜 15 和菫¶ 23 15

204学習菫 11
Ｆ
Ｖ̈ 和壼2 19 10

301学習菫
視聴覚窒 30 15

30 21 蔵敷公民鑢 1/7以前 1/8以降
302学習菫 11

４
『） 鳴01学問室 〈8 45

和室1 22 ]③ 和菫 23 15

和菫盆 22 15 nl学習量 2曝 15

霙晉室 5饉 23 202学習菫 ]7 19

保書窒 16 8

上北台公民鑢 1/7以前 1/8以降
南轡公民館 1/7以前 1/8彎A晏摯 301集会室 45 30

201学習菫 12

蝶8

12 302学習豊 25 15

202集会菫 30 303学習童 12 Ｏ
ｎＶ

203学習菫 21 10 304学習室 34 20

204学習菫 22 11 和菫 22 12

和窒 24 12 保南窒 12 6

i際:商室 12 6
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日にち

時間 午前 10時～正午
定員 6人 (
内容 ①ヨガ

満 1歳～就学前の乳幼児

各国 50円

①2/19(金 ) ②3/5(金 )

午前 10時～

10人 (保育室利用 7人)

①眼カアップ&肩こリケア

②顎の弛み解消&骨盤底筋トレーニ
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l    ②バレンタイン某子作り

'7::L・

  ③パスボムうkり∵,
l 費用 ①αX)円 ②5αЭ円
l 保育について   |

ング

。②各500円
,      ‐彙′・十

:

|

l

|
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i

児

申込み先 中央公民館 042-564-2451

冒.希望のグ′L―■を選択し申込みをしてください。
2.原則全国出席てきる方を優先しきす。
3。 保育室の利用勝、1歳～ホ輔学児。
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